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発表内容 2013 年 1 月から 2019 年 4 月に福井県内の医療機関から提供された EKC

患者由来の結膜拭い液 131 検体について、分離培養もしくは PCR 法により

Ad の検索を行った。陽性検体のうち D種であった分離株について、診断マ

ニュアルに準じ、ペントン、ヘキソンおよびファイバー領域の一部を PCR

法により増幅を行い、得られた増幅産物をそれぞれダイレクトシークエン

ス法により塩基配列を決定した。また得られた塩基配列をもとに NJ 法によ

る系統樹解析を行った。 

 供試検体 131 検体全例が Ad 陽性で、そのうち D種の Ad が分離された検

体は、100 検体（76.3％）であった。系統樹解析により明らかとなったペ

ントン、ヘキソンおよびファイバー領域のそれぞれの型について「P〇H○F

〇」と表記し、D種 Adを型別したところ、8型（P8H8F8）が 2検体、37 型

（P37H37F37）が 28検体、53型（P37H22F8）が 3検体、54型（P54H54F8）

が 45 検体、56型（P56H56F9）が 4検体、64型（P22H19F37）が 18 検体で

あり、単一（ヘキソン C4）領域を用いた型別と同様な結果を得られた。ま

た D 種に占める組換え型の割合は 70％であり、特に 54 型の検出率が高か

った。54 型は 2015 年に全国的に急増し、以降 8 型に替わり EKC の主要病

原体となっているが、福井県でも同様の傾向を示した。 

今回、3 領域（ペントン、ヘキソン、ファイバー）において塩基配列を

解析したことで、組換え型を正確に把握することができた。福井県内で流

行していた組換え型 Adはすべて既報告の型であったが、今後新規遺伝子型

や新型組換え型 Adの出現は十分に考えられる。そのため、単一領域による

塩基配列の決定だけでは正確に型別できない可能性が高く、Ad の流行状況

を正確に把握するためには、今後も複数領域での遺伝子解析を用いた型別

を実施する必要があると考えられる。 

 


